
みんなで市民病院をまもろう（市民会館・9 月 28 日）

NO.
2008. 11

●９月市議会定例会 ●

■ 一般質問…ここが論点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 〜 5
■ 議決された主な議案 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 〜 9
平成 19 年度決算を認定

■ 委員会通信
　 委員会の行政視察報告 . . . . . . . . . . . . . . . . 10 〜 11
■ 議会日誌、12月定例会予定 . . . . . . . . . . . . . . . . . 12



避
難
所
施
設
で
の
エ
コ
ノ

ミ
ー
症
候
群
の
防
止
対
策

を
ど
う
考
え
る
か
。

避
難
所
の
床
を
畳
敷
き
に

す
る
。
１
人
当
り
の
空
間

を
多
く
す
る
。
避
難
生
活
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
図
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
う
。

耐
震
改
修
が
進
ま
な
い
中

で
、
簡
易
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
が
最
近
開
発
さ
れ
た
が
、
助

成
制
度
を
作
れ
な
い
か
。

安
価
な
改
修
方
法
と
し
て

有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
は
、
啓
発
方
法
と
助
成
制
度

を
検
討
し
た
い
。

防
災
訓
練
を
、
冬
季
に
実

施
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

冬
季
で
の
対
応
や
経
験
も

必
要
と
思
う
の
で
、
参
加

団
体
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を

行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

１ 

緊
急
地
震
速
報
受
信
装
置

２ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部

３ 

携
帯
カ
メ
ラ
の
活
用

４ 

水
防
計
画
の
見
直
し

決
算
に
関
す
る
財
政
指
標

と
し
て
、
健
全
化
判
断
比

率
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
結
果
を
ど
う
捉
え
る
か
。

４
つ
の
財
政
指
標
と
公
営

企
業
の
資
金
不
足
比
率
は
、

す
べ
て
基
準
値
内
で
あ
っ
た
。

財
政
健
全
化
計
画
に
、
そ
れ
ぞ

れ
目
標
値
を
設
定
し
、
改
善
に

向
け
努
力
し
て
い
く
。

目
標
値
の
達
成
状
況
と
そ

の
可
能
性
は
ど
う
か
。

人
件
費
の
増
加
と
借
入
金

償
還
が
原
因
で
、
経
常
収

支
比
率
等
が
目
標
値
を
達
成
し

て
い
な
い
。
毎
年
検
証
を
行
い
、

予
算
編
成
に
活
用
し
て
い
く
。

今
年
、
拾
石
住
宅
が
廃
止

決
定
さ
れ
た
と
聞
く
が
、

市
が
購
入
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

築
38
年
で
使
用
期
間
が
限

ら
れ
る
こ
と
、
老
朽
化
に

よ
る
維
持
費
増
な
ど
問
題
は
多

い
が
、
売
却
価
格
等
条
件
提
示

が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

現
在
ま
で
に
２
回
開
催
さ

れ
た
公
判
内
容
と
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

第
１
回
公
判
は
、
訴
状
等

の
陳
述
が
さ
れ
た
。
第
２

回
公
判
で
は
、
15
年
度
実
績
額

の
算
出
経
緯
を
記
載
し
た
書
面

を
提
出
し
た
。
次
回
は
10
月
15

日
だ
が
、
医
師
会
側
か
ら
６
年

分
の
経
費
の
提
出
が
さ
れ
る
。

最
近
の
赤
字
状
況
は
ど
う

か
。
そ
の
赤
字
を
ゼ
ロ
に

す
る
た
め
に
市
内
の
民
間
医
療

機
関
や
医
師
会
に
事
業
を
任
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

過
去
５
年
間
の
累
積
赤
字

は
約
４
億
２
千
万
円
で
あ

る
。
民
間
医
療
機
関
は
申
出
の

時
点
で
考
え
る
が
、
医
師
会
直

営
は
打
診
し
て
み
た
い
。

事
業
廃
止
す
る
た
め
の
議

員
立
法
を
考
え
て
い
る
が
、

市
の
判
断
で
廃
止
は
あ
る
か
。
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一般質問・・・ここが論点
　9月市議会定例会中、8日、9日、10日の3日間で、市政全般について14人の
議員が一般質問を行いました。その中から主なものを要約して掲載します。
　詳しい内容をお知りになりたい方は、9月定例会会議録を市立図書館などで
ご覧いただくか、市議会ホームページの会議録検索システムをご利用ください。
発行・掲載はいずれも12月上旬の予定です。
　また、インターネット録画中継も実施していますのでご覧ください。

9月定例会

総
合
防
災
対
策
に
つ
い
て

雇
用
促
進
住
宅
の

譲
渡
・
廃
止
問
題

財
政
健
全
化
比
率

に
つ
い
て

蒲
郡
市
医
師
会
の
訴
訟

に
つ
い
て

市
の
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク

事
業
に
つ
い
て

問

問

問 問問

問問

問

問 答

答答

答

答

答答

答

伊
藤
勝
美（
公
明
党
）

松
本
昌
成（
公
明
党
）

大
向
正
義（
未
来
の
会
）

防
災
訓
練

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー



市
民
の
健
康
保
持
の
た
め

継
続
し
て
い
く
。

８
月
29
、
30
日
の
集
中
豪

雨
で
の
災
害
応
急
対
応
は

適
切
で
あ
っ
た
か
。

風
水
害
等
災
害
対
策
計
画

に
基
づ
き
対
応
し
た
が
、

情
報
収
集
伝
達
な
ど
の
対
応
に

い
く
つ
か
反
省
点
は
あ
っ
た
。

計
画
に
あ
る
防
災
カ
ル
テ

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

ど
の
よ
う
な
場
所
で
、
ど

う
い
う
被
害
が
発
生
し
た

か
と
い
う
事
実
を
と
り
ま
と
め
、

今
後
の
防
災
対
策
に
役
立
て
て

い
き
た
い
。

浸
水
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ど
う
い
う
も
の
が
い
い
か

他
市
の
事
例
な
ど
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
歯
科
診
療
所
を

設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

い
ろ
い
ろ
と
問
題
は
あ
る

が
、
歯
科
医
師
会
と
協
議

し
、
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

今
後
、
多
額
の
費
用
を
必

要
と
す
る
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

病
院
の
繰
出
金
以
外
に
新

消
防
庁
舎
の
建
設
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
改
造
工

事
、
小
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強

工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
財
源
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

市
税
収
入
、
事
業
に
伴
う

補
助
金
・
起
債
な
ど
で
賄

う
の
が
望
ま
し
い
が
、
競
艇
の

収
益
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

愛
知
工
科
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
廃
食
油
の

バ
イ
オ
燃
料
化
で
の
産
学
官
の

連
携
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

「
が
ま
ご
お
り
産
学
官
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
情

報
が
寄
せ
ら
れ
、
工
科
大
学
の

活
動
が
産
学
官
の
連
携
で
実
施

さ
れ
れ
ば
、
新
し
い
技
術
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

市
税
の
電
子
申
告
導
入
の

進
捗
度
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
の
導
入
の
予
定
は
ど
う
か
。

国
税
で
は
成
果
を
あ
げ
て

い
る
が
、
地
方
税
で
は
電

子
化
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

21
年
度
に
必
要
な
予
算
措
置

を
行
い
、
実
施
に
向
け
た
準
備

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
に
現
在
の
病
院
の
状

況
を
正
確
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

不
安
を
助
長
し
悪
い
風
評

が
流
れ
る
懸
念
も
あ
る
の

で
、
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し

て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

現
時
点
で
は
、
す
ぐ
開
く

意
向
は
な
い
。

市
民
の
意
思
を
確
認
す
る

た
め
住
民
投
票
を
行
う
こ

と
は
ど
う
考
え
る
か
。

関
係
各
課
と
調
整
を
図
り

つ
つ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

事
業
計
画
で
示
さ
れ
た
平

成
29
年
完
了
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く

の
か
。
長
期
の
建
築
規
制
を
受

け
て
い
る
権
利
者
に
対
し
て
何

ら
か
の
配
慮
は
あ
る
の
か
。

少
し
で
も
早
く
事
業
が
完

了
す
る
よ
う
に
、
３
年
は

10
億
円
近
い
予
算
を
投
入
し
て

い
き
た
い
。
長
期
の
権
利
制
限

に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
は
、

課
税
面
で
の
軽
減
対
策
を
税
務

収
納
課
に
検
討
さ
せ
た
い
。

都
市
計
画
道
路
３
路
線

（
本
宿
線
、
国
道
２
４
７

号
中
央
バ
イ
パ
ス
、
蒲
郡
環
状

線
）の
現
状
と
今
後
の
予
定
は
。

本
宿
線
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
ま
で
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。
国
道
２
４
７

号
中
央
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
の
全
線
供
用
開
始

がまごおり 議会だよりH20.11
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集
中
豪
雨
で
の
災
害
応
急

対
策
と
今
後
の
取
組
み
は

蒲
郡
市
の
財
政
課
題
と

財
源
確
保
に
つ
い
て

電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は

障
が
い
者
の
歯
科
治
療
を

温
暖
化
へ
向
け
て
の

産
学
官
の
連
携
は

市
民
病
院
問
題
の
情
報

開
示
と
民
意
の
集
約
を

中
部
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
は

問

問

問 問

問

問

問

問問 問

問

問

問 答答

答答

答答

答

答答答

答

答

答答

喚
田
孝
博（
市
政
ク
ラ
ブ
）

鎌
田
篤
司（
市
政
ク
ラ
ブ
）

小
林
優
一（
未
来
の
会
）

竹
内
政
住（
市
政
ク
ラ
ブ
）

集
中
豪
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ（
23
号
線
）

市
民
病
院



調
査
、
調
査
設
計
と
事
業
計
画

書
の
作
成
、
県
か
ら
の
ほ
場
整

備
の
認
可
申
請
を
受
け
、
換
地

設
計
と
実
施
設
計
へ
と
入
っ
て

い
く
。
工
事
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
度
か
ら
25
年
度
の
間
に
行

い
、
平
成
26
年
度
に
換
地
処
分

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

農
業
と
観
光
を
結
び
つ
け

る
事
業
に
つ
い
て
、
何
か

考
え
て
い
る
か
。

体
験
農
園
、
も
ぎ
り
園
、

オ
ー
ナ
ー
園
、
市
民
農
園

等
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。
以

上
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
西
大

塚
の
ほ
場
整
備
に
合
わ
せ
、
農

協
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
計
画

作
成
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

１　

原
油
価
格
高
騰
対
策
と

　

補
助
事
業
に
つ
い
て

移
転
戸
数
１
１
８
戸
を
見

の
が
し
て
い
た
市
の
責
任

は
重
い
。
地
権
者
に
説
明
会
を

開
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

８
月
末
に
事
務
的
ミ
ス
の

お
わ
び
と
事
業
計
画
変
更

の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
た
。

陳
情
書
を
提
出
さ
れ
た
権
利
者

に
は
、
個
別
訪
問
を
し
て
事
情

を
伺
い
た
い
。
固
定
資
産
税
の

軽
減
が
可
能
で
あ
れ
ば
説
明
会

を
開
催
し
た
い
。

移
転
補
償
の
な
い
１
２
７

戸
の
方
に
は
、
建
て
か
え

を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
ま
で
そ
う
い
っ
た
通
知

は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
今

後
何
ら
か
の
お
知
ら
せ
を
す
る
。

い
ち
早
く
換
地
を
使
え
る

対
策
を
取
る
べ
き
だ
。
地

権
者
の
希
望
を
聞
い
て
、
仮
換

地
変
更
な
ど
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

仮
換
地
の
変
更
は
こ
れ
ま

で
に
42
件
行
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
な
条
件
に
合
致
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
た
い
へ
ん
困
難
で

審
議
会
の
了
承
も
必
要
だ
が
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

み
ど
り
保
育
園
の
保
育
の

質
が
保
た
れ
て
い
な
い
と

父
母
ら
か
ら
議
員
、
市
長
に
印

刷
物
が
届
い
て
い
る
。
覚
書
は

守
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
か
。

宝
光
福
祉
会
は
、
市
と
の

覚
書
を
守
り
、
魅
力
あ
る

保
育
園
を
運
営
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

鹿
島
保
育
園
の
保
護
者
か

ら
、
民
営
化
中
止
を
求
め

る
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
声
を
ど
う
受
け
と
め
た
の
か
。

重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う

な
こ
と
は
や
め
て
、
も
う

少
し
長
い
目
で
見
て
い
た
だ
き

た
い
。
保
育
園
の
民
営
化
は
予

定
通
り
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

燃
油
高
騰
に
対
す
る
市
独

自
の
支
援
策
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

本
年
度
中
に
、
三
谷
、
形

原
、
西
浦
の
３
隻
の
漁
船

を
使
っ
て
省
エ
ネ
装
置
導
入
の

実
証
実
験
を
実
施
し
た
い
。

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会

長
で
の
経
験
は
、
政
治
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
、

意
識
し
な
く
て
も
政
治
に
参
加

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ
の

視
点
か
ら
女
性
会
長
を
つ
く
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

規
約
で
は
男
性
、
女
性
と

い
う
の
は
な
い
。
い
ろ
い

を
目
標
に
し
て
い
る
と
県
か
ら

聞
い
て
い
る
。
蒲
郡
環
状
線
に

つ
い
て
は
、
本
宿
線
の
東
側
と

西
側
に
つ
い
て
、
地
元
か
ら
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
道

清
田
前
田
葉
蒲
１
号
線
の
工
事

に
本
年
度
か
ら
着
手
す
る
。

西
大
塚
地
区
基
盤
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
と
こ
れ
か

ら
の
予
定
は
ど
の
よ
う
か
。

平
成
20
年
８
月
12
日
に
地

権
者
全
員
の
同
意
書
が
市

に
提
出
さ
れ
た
。
今
後
は
基
礎
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蒲
郡
市
の
農
業
振
興

に
つ
い
て

中
部
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

問

問

問 答

答

問問問 答答答

女
性
の
政
治
へ
の
参
画

答

問 保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

問

漁
業
者
に
対
す
る
燃
油

高
騰
対
策
は

答

答答 問問

み
ど
り
保
育
園

飛
田
常
年（
市
政
ク
ラ
ブ
）

柴
田
安
彦（
日
本
共
産
党
）

新
実
祥
悟（
無
会
派
）

日
恵
野
佳
代（
日
本
共
産
党
）



ろ
な
会
や
地
域
で
の
積
極
的
な

女
性
の
活
躍
を
切
望
し
て
い
る
。

総
代
や
常
会
長
の
よ
う
な

地
域
の
管
理
職
に
女
性
は

一
人
も
い
な
い
が
、
女
性
を
増

や
そ
う
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
、
働
き
か
け
を
し
た
こ
と

が
あ
る
か
を
伺
う
。

可
能
な
限
り
女
性
が
増
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
総
代
会
に
女
性
の
総

代
や
常
会
長
の
話
を
し
た
と
こ

ろ
、
理
解
で
き
る
と
の
返
事
は

あ
っ
た
が
結
果
と
し
て
ま
だ
女

性
が
役
員
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

１　

蒲
郡
市
の
将
来
像

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
４

年
間
で
宿
泊
客
２
割
ア
ッ

プ
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
今
現
在
で
の
計
画
を
伺
う
。

観
光
課
を
分
離
独
立
さ
せ

観
光
協
会
に
民
間
の
会
長

と
民
間
の
観
光
業
界
出
身
者
を

２
名
配
置
し
た
。
ま
た
、
年
次

計
画
を
定
め
、
年
度
毎
の
数
値

目
標
を
掲
げ
た
。
今
後
の
事
業

展
開
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、

観
光
協
会
の
企
画
推
進
委
員
を

中
心
と
し
た
６
部
会
で
具
体
策

を
検
討
し
て
い
る
。

　

新
た
な
民
間
の
発
想
に
よ
り

商
品
開
発
を
行
い
、
目
標
達
成

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

河
川
暗
渠
入
口
の
ス
ク
リ

ー
ン
に
草
が
張
り
付
き
目

詰
ま
り
し
た
こ
と
で
河
川
が
氾

濫
し
た
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

月
２
回
の
点
検
を
実
施
し
、

大
量
の
ご
み
等
が
あ
る
と

き
は
撤
去
す
る
等
、
管
理
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

予
測
し
て
い
な
い
豪
雨
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

土
の
う
を
渡
す
と
い
う
作
業

で
も
対
応
が
異
な
っ
た
よ
う
だ

が
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

こ
れ
ま
で
消
防
は
、
地
元

総
代
の
要
請
で
土
の
う
を

渡
し
て
い
た
。
今
回
、
災
害
対

策
本
部
は
緊
急
性
が
あ
る
た
め

総
代
を
通
さ
な
く
て
も
よ
い
と

判
断
し
た
が
、
こ
の
辺
の
連
絡

が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
。

市
職
員
の
非
常
招
集
で
は
、

高
齢
の
課
長
級
以
上
が
１

次
配
備
さ
れ
る
が
、
動
け
る
若

手
職
員
中
心
に
し
た
ら
ど
う
か
。

１
次
配
備
招
集
時
に
、
実

際
に
防
災
活
動
が
で
き
る

職
員
を
配
置
す
る
等
、
出
動
要

請
の
人
選
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

１　

設
楽
ダ
ム
建
設
に
伴
う

　

蒲
郡
市
の
負
担
に
つ
い
て

２　

市
の
補
助
金
に
つ
い
て

市
内
全
域
に
広
げ
る
予
定

と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
き
、
ど
の
程
度
の
費

用
を
考
え
て
い
る
か
。

平
成
20
年
10
月
か
ら
形
原

の
一
部
、
西
浦
、
拾
石
、

鹿
島
で
実
施
す
る
。
今
年
度
の

費
用
は
１
６
０
０
万
円
と
見
込

ん
で
い
る
。
全
市
で
実
施
す
る

場
合
は
５
０
０
０
万
円
と
見
て

い
る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
金
額

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

市
が
保
有
す
る
公
用
車
の

更
新
時
期
と
、
更
新
す
る

と
き
の
省
エ
ネ
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
車
の
導

入
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

概
ね
10
年
以
上
使
用
し
て

い
る
公
用
車
を
整
備
状
況

を
見
な
が
ら
更
新
を
考
え
て
い

る
。
更
新
す
る
場
合
は
、
普
通

商
用
車
・
乗
用
車
は
燃
費
の
よ

い
軽
自
動
車
を
リ
ー
ス
し
て
い

る
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
車
の
導
入

は
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

がまごおり 議会だよりH20.11
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宿
泊
客
2
割
ア
ッ
プ
を

達
成
す
る
た
め
の
計
画
は

答答 問問

8
月
29
日
の
集
中
豪
雨

災
害
に
つ
い
て

答答

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
に
つ
い
て

問

問プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
回
収
に
つ
い
て

原
油
高
騰
に
対
す
る
公
用
車

の
省
エ
ネ
の
考
え
は

問

問

答 答

西
浦
温
泉

問

答

伴　

捷
文（
市
政
ク
ラ
ブ
）

大
場
康
議（
市
政
ク
ラ
ブ
）

荘
田
博
己（
未
来
の
会
）



　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算

な
ど
12
会
計
決
算
は
、
18
人
の

委
員
か
ら
な
る
決
算
審
査
特
別

委
員
会
（
委
員
長
喚
田
孝
博
、

副
委
員
長
野
㟢
正
美
）
を
９
月

８
日
に
設
置
し
、
18
日
、
19
日
、

22
日
及
び
24
日
の
４
日
間
に
わ

た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

決
算
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
会
計
決
算

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
、
前
年

度
比
99
・
７
％
、
歳
入
は
同

98
・
０
％
で
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
か
ら
歳
出

を
引
い
た
額
は
、
７
億
６
４
９

３
万
円
で
す
が
、
こ
の
中
に
は

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

１
億
９
２
１
０
万
円
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
除
い

た
実
質
収
支
額
は
５
億
７
２
８

３
万
円
の
黒
字
で
す
。

■
歳
出

●
総
務
費

子
ど
も
１
１
０
番

問　

昨
年
の
３
倍
強
に
な
っ
て

い
る
事
業
費
の
内
容
を
伺
う
。

　

ま
た
、
市
内
に
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
は
何
軒
あ
る
の
か
。

答　

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
は
、

警
察
か
ら
委
嘱
さ
れ
看
板
が
渡

さ
れ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
目

に
つ
か
な
い
た
め
、
玄
関
先
に

平成19年度一般会計決算
などを議決
　9月市議会定例会は、9月 8日から 26 日までの 19 日間の会期で
開き、議案 30件、請願 2件、意見書案 5件、陳情 4件を審議しました。
　平成 19年度決算の認定など、その主な内容をお知らせします。

9 月定例会

議 　案

決
算
審
査

特
別
委
員
会
か
ら

歳
出
前
年
度
比

99.7
％

平成19年度　  決   算

■特別会計決算（事業別内訳）
歳　入 歳　出 差　引

国 民 健 康
保 険 事 業 80億6,341 78億4,154 2億2,187

老 人 保 健 62億6,743 62億6,654 89

介護保険事業 42億8,307 42億3,877 4,430

モーターボート
競 走 事 業 1,436億3,283 1,429億3,376 6億9,907

土 地 区 画
整 理 事 業 17億 370 15億4,488 1億5,882

公 共 用 地
対 策 事 業 2億4,063 1億3,662 1億   401

下 水 道 事 業 29億3,068 27億7,808 1億5,260

三谷町財産区 4,659 3,133 1,526

西浦町財産区 1,295 1,000 295

歳　入 歳　出

一般会計 238億6,474万円 230億9,981万円

特別会計 1,671億8,129万円 1,657億8,153万円

企業会計

水
道
事
業

収益的 18億8,352万円 17億8,973万円

資本的 1億 255万円 8億5,562万円

病
院
事
業

収益的 74億8,977万円 79億8,155万円

資本的 3億7,596万円 5億1,766万円

※ 企業会計は、消費税を含んだ金額。1 万円
未満は四捨五入。

※決算認定　　　議会が一会計年度の歳入歳出予算の
執行実績である決算について、内容を審査した上で
確認し、認定することであり、議決事項の 1 つです。

単位：万円
（四捨五入）

自主財源74.7% 

その他交付金等3.5%

県支出金4.5%
地方交付税2.3%

地方消費税交付金
3.5%

国庫支出金6.0%

市債5.5%依存財源
25.3%

その他・使用料及び
手数料等    7.6%
その他・使用料及び
手数料等    7.6%
繰入金3.1%

238億6,474万円
市　税
59.1%

財産収入1.3%
諸収入 3.6%

土木費15.5%

民生費
29.2%

総務費
15.8%

公債費11.4%

衛生費
9.7%

教育費
8.4%

230億9,981万円

商工費3.1%
農林水産業費1.2%

消防費4.5%

議会費1.2%
災害復旧費0.0%

その他

地方消費税交付金

県支出金

地方交付税

国庫支出金

市債

その他

繰入金

財産収入

諸収入

市税

災害復旧費

議会費

農林水産業費

商工費

消防費

教育費

公債費

衛生費

総務費

土木費

民生費

75.604*34.044
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置
く
三
角
コ
ー
ン
を
市
が
渡
し

て
い
る
。
今
回
、
警
察
か
ら
の

委
嘱
数
が
た
く
さ
ん
増
え
、
そ

の
分
の
三
角
コ
ー
ン
を
購
入
し

た
た
め
で
あ
る
。

　

今
市
内
で
は
、
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
は
２
１
２
軒
で
あ
る
。

●
民
生
費

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
式

問　

申
し
込
み
を
す
る
人
は
体

が
余
り
丈
夫
で
な
い
人
も
い
る
。

こ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
申
し
込

み
を
し
た
い
と
窓
口
に
見
え
た

場
合
、
受
付
期
間
前
で
も
受
け

付
け
る
体
制
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

開
催
す
る
か
が
決
ま
っ
て

い
な
い
段
階
で
受
け
付
け
を
す

る
の
は
困
難
だ
と
思
う
。
あ
る

程
度
は
柔
軟
な
受
け
付
け
を
今

現
在
行
っ
て
い
る
。
原
則
的
に

は
、
広
報
発
行
後
に
慎
重
に
受

け
付
け
を
し
て
い
き
た
い
。

●
衛
生
費

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業

問　

環
境
に
や
さ
し
い
太
陽
光

発
電
や
太
陽
熱
利
用
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
う
が
、
太
陽
光
に
つ

い
て
は
２
０
０
万
円
か
ら
３
０

０
万
円
と
い
う
お
金
が
か
か
り
、

新
築
で
な
い
と
そ
こ
ま
で
の
お

金
が
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
太
陽
熱
に
つ

い
て
は
、
20
万
円
か
ら
35
万
円

く
ら
い
で
安
く
、
既
存
住
宅
で

も
付
け
ら
れ
る
の
で
推
進
し
て

い
き
た
い
。

●
農
林
水
産
業
費

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

問　

団
塊
の
世
代
が
退
職
し
、

市
民
農
園
や
自
己
菜
園
で
の
耕

作
を
希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
て

く
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
年
、
県
主
催
の
研
修
会

を
豊
岡
町
で
実
施
し
て
い
る
。

た
い
へ
ん
人
気
が
あ
る
の
で
、

来
年
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

た
い
。
農
家
で
な
い
方
は
農
地

を
取
得
で
き
な
い
の
で
、
市
で

も
う
少
し
大
き
な
市
民
農
園
を

用
意
し
て
、
貸
し
出
し
て
い
き

た
い
。

●
商
工
費

観
光
ビ
ジ
ョ
ン

問　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

た
が
、
実
施
事
業
、
成
果
に
つ

い
て
、
一
般
市
民
等
に
も
広
く

わ
か
る
よ
う
な
検
証
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

観
光
交
流
ウ
ィ
ー
ク
、
観

光
交
流
立
市
記
念
日
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
、
観
光
業
界
の
み
な
ら

ず
一
般
市
民
に
も
交
流
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お
も
て

な
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
検
定
の

際
に
「
お
も
て
な
し
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
を
市
民
の
方
に
読
ん
で

も
ら
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

と
思
っ
て
い
る
。

●
土
木
費

海
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

問　

み
な
と
の
賑
わ
い
創
出
担

い
手
育
成
事
業
負
担
金
が
、
こ

の
年
だ
け
に
あ
る
が
、
そ
の
内

容
と
成
果
を
伺
う
。

答　

国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
、

港
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
新
た
な
航
路
と
し

て
竹
島
埠
頭
か
ら
の
ラ
グ
ー
ナ

蒲
郡
と
西
浦
温
泉
郷
へ
の
船
便

を
１
日
ず
つ
試
験
的
に
行
っ
た
。

　

非
常
に
好
評
で
は
あ
っ
た
が
、

実
際
に
定
期
運
航
さ
せ
る
に
は

運
航
経
費
と
運
賃
設
定
が
非
常

に
難
し
く
、
実
施
検
討
に
入
る

の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

●
消
防
費

消
防
団
員
の
出
動

問　

消
防
団
員
が
安
心
し
て
消

防
活
動
に
出
動
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
欠
勤
扱
い
に
な
ら
ず
に
、

あ
る
い
は
就
業
時
間
中
で
も
出

動
で
き
る
よ
う
、
事
業
所
に
配

慮
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答　

消
防
活
動
に
出
動
す
る
こ

と
を
事
前
に
承
認
が
も
ら
っ
て

あ
る
事
業
所
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
す
ぐ
に
団
員
が
出
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

●
教
育
費

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
対
応

問　

外
国
籍
の
児
童
、
生
徒
は

ど
の
く
ら
い
の
人
数
な
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

答　

小
学
生
が
１
０
４
名
、
中

学
生
が
49
名
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
人
、
ペ
ル
ー
人
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
が
非
常
に
多
い
。

県
の
措
置
に
よ
る
日
本
語
指
導

担
当
が
４
校
に
加
配
さ
れ
て
い

る
。
市
と
し
て
は
外
国
人
児
童

生
徒
語
学
補
助
員
を
２
名
分
の

予
算
で
３
名
雇
用
し
、
市
内
各

校
を
巡
回
し
て
指
導
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

■
歳
入

地
方
交
付
税
の
減
少

問　

地
方
交
付
税
が
当
初
予
算

額
の
８
億
８
０
０
０
万
円
の

■ 9 月定例会の日程

8 日  本会議〔会期の決定、
諸般の報告、議案説
明、一般質問など〕

  決算審査特別委員会
  9 日 本会議〔一般質問〕
 10 日 本会議〔一般質問〕
11 日 総務委員会
 16 日 文教委員会
 18 日 決算審査特別委員会
 19 日 決算審査特別委員会
22 日 決算審査特別委員会
  議会運営委員会
24 日 決算審査特別委員会
26日  本会議〔委員長報告、

質疑、討論、採決など〕

がまごおり 議会だよりH20.11
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お
も
て
な
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク



62
・
４
％
に
あ
た
る
約
５
億
４

９
０
０
万
円
の
収
入
済
額
と
な

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

地
方
交
付
税
の
算
定
は
、

内
閣
の
地
方
財
政
計
画
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
、
県
を
通
じ
て
情

報
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
状
況

に
あ
る
。
平
成
19
年
度
に
お
い

て
は
、
改
正
内
容
の
細
部
を
つ

か
み
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

減
収
の
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

●
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

　

特
別
会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
９
１
８
億

７
４
８
５
万
円
で
、
前
年
度
比

45
・
５
％
の
増
、
利
用
人
員
も

49
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

平
成
19
年
度
中
に
、
損
益

分
岐
点
の
売
り
上
げ
を
下
回
る

開
催
日
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

平
成
19
年
度
の
損
益
分
岐

点
で
あ
る
１
億
６
０
３
８
万
円

の
売
り
上
げ
を
下
回
っ
た
日
は
、

１
８
６
日
の
開
催
日
の
う
ち
の

２
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
２
日

と
も
他
場
の
レ
ー
ス
を
発
売
し

て
い
た
た
め
結
果
と
し
て
赤
字

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

●
水
道
事
業
会
計

　

経
営
収
支
の
状
況
は
、
総
収

益
は
６
０
６
８
万
円
の
純
利
益

を
計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
１
億
９
７
１
７
万

円
で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

経
営
収
支
の
状
況
は
、
５
億

６
４
３
２
万
円
の
純
損
失
を
計

上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金

は
94
億
５
４
２
２
万
円
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

郷
土
に
愛
着
を
持
ち
、
魅
力
あ

る
蒲
郡
の
発
展
を
願
い
応
援
し

よ
う
と
す
る
方
々
か
ら
の
寄
附

を
募
り
、
収
受
し
た
寄
附
金
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
、
ふ
る
さ

と
蒲
郡
応
援
寄
附
金
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

寄
附
者
は
、
①
健
康
・
福
祉

に
関
す
る
事
業
②
教
育
・
文
化

に
関
す
る
事
業
③
産
業
振
興
・

環
境
に
関
す
る
事
業
④
安
全
・

安
心
に
関
す
る
事
業
⑤
そ
の
他

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
資
す
る
事

業
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
事
業
の

財
源
に
充
て
る
か
を
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
感
を
軽

減
し
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
援
す
る
機
運
を
高
め
る
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
八
百
富
町
（
旧

市
民
病
院
院
内
保
育
所
）
に
中

央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
対
象
者
は
、
子

育
て
家
庭
の
保
護
者
と
概
ね
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
で
す
。
開
所

日
時
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
で
す
。

8

条
例
の
制
定

●
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

を
開
設

　
（
第
63
号
議
案
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
導
入

　
（
第
61
号
議
案
）

■ 意見書 ■ 陳　情

①�学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施を求
める意見書
　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
②国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
③�愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　愛知県知事
④�道路整備の促進と財源の確保を求める意見書
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣
　財務大臣、国土交通大臣、経済財政政策担当大臣
⑤深刻な医師不足の解消を求める意見書
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣
　文部科学大臣、厚生労働大臣、愛知県知事

（○内の数字は、意見書案番号。④は賛成多数で、そ
れ以外は全会一致で可決されました。）

○�学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施
を求める陳情書

　提出者　　蒲郡市教員組合
　　　　　　執行委員長　小田　高久 氏
　　　　　　ほか378名
　審査結果　採択
○�国の私学助成の拡充に関する意見書の提出
を求める陳情書

　提出者　　山田　眞右 氏
　審査結果　採択
○�愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の
提出を求める陳情書

　提出者　　山田　眞右 氏
　審査結果　採択
○市町村独自の私学助成の拡充を求める陳情書
　提出者　　山田　眞右 氏
　審査結果　聞きおく

年度
会計名 平成 19 年度 平成 18 年度 平成 17 年度

一 般 会 計 0 0 0

特別会計 下水道事業  0 0  3 億 1,200

企業会計
水 道 事 業 0 0 0

病 院 事 業 18 億 6 億 0

合　　　　計 18 億 6 億 3 億 1,200

●�最近 3か年のモーターボート繰出金
単位：万円



　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
汚
泥

供
給
設
備
等
を
新
設
す
る
た
め
、

荏
原
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
中
部
支
店
と
工

事
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
す
。

　

契
約
金
額
は
３
億
９
３
７
５

万
円
で
８
社
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
期
は
契
約
締
結
日
の
翌
日

か
ら
平
成
22
年
２
月
28
日
ま
で

で
す
。
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●
工
事
請
負
契
約
の
締
結（
汚

　

泥
供
給
設
備
等
新
設
工
事
）

　
（
第
66
号
議
案
）

■ 9 月定例会で審議された議案の一覧

○条例の制定・改正
%7　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定
%8　市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手

当に関する条例の制定
%9　市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び消

防団員等公務災害補償条例の一部改正
0̂　中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住

帰国後の自立の支援に関する法律の一部を改
正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定

1̂　ふるさと蒲郡応援寄附金条例の制定
2̂　なくそう犯罪安全なまちづくり推進条例の一部改正
3̂　中央子育て支援センターの設置及び管理に関

する条例の制定
○Ⅱ　 市議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正
○決算

7̂　平成19年度一般会計歳入歳出決算の認定
8̂　平成19年度国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定
9̂　平成19年度老人保健特別会計歳入歳出決算の認定

&0　平成19年度介護保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定

&1　平成19年度モーターボート競走事業特別会計
歳入歳出決算の認定

&2　平成19年度土地区画整理事業特別会計歳入歳
出決算の認定

&3　平成19年度公共用地対策事業特別会計歳入歳
出決算の認定

&4　平成19年度下水道事業特別会計歳入歳出決算
の認定

&5　平成19年度三谷町財産区特別会計歳入歳出決
算の認定

&6　平成19年度西浦町財産区特別会計歳入歳出決
算の認定

&7　平成19年度水道事業会計決算の認定
&8　平成19年度病院事業会計決算の認定
○補正予算
&9　平成20年度一般会計補正予算（第2号）
*0　平成20年度国民健康保険事業特別会計補正予

算（第1号）
*1　平成20年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
*2　平成20年度モーターボート競走事業特別会計

補正予算（第1号）
*3　平成20年度病院事業会計補正予算（第1号）
*4　平成20年度一般会計補正予算（第3号）
○同意
^4　教育委員会委員の任命
○その他
^5　市道の路線認定、廃止及び変更
^6　工事請負契約の締結について（汚泥供給設備等

新設工事）
○Ⅲ　市議会会議規則の一部改正

（○内の数字は議案番号。ただしローマ数字は議員
提出議案。^7、̂ 8、&1、&2、*2は賛成多数で、それ以
外は全会一致で可決されました。）

■ 請　願

①設楽ダム建設事業負担金に関わる請願書
　提出者　　稲石　省三　氏ほか 826 名
　審査結果　不採択
②後期高齢者医療制度の廃止を求める請願書
　提出者　　社会保障を充実させる蒲郡の会
　　　　　　代表世話人　千葉　祐二　氏
　審査結果　不採択

　（○内の数字は、請願番号）

そ
の
他
の
議
案

■ 9月定例会で議決された平成20年度補正予算（千円）

会計名 補正の主な理由 補正額 歳 入・歳 出
予算の総額

一般会計
（第2号）

施設園芸省エネルギー化推進
事業費補助金（6,028千円）

106,150 22,796,640

道路新設事業費追加
　（30,930千円）
蒲郡駅周辺整備事業費追加
　（9,000千円）
小中学校校舎耐震補強事業費
　（25,030千円）
学校給食運営事業費追加
　（14,582千円）

一般会計
（追加）

（第3号）
8月29日、30日の集中豪雨による
被害における災害復旧費追加 57,150 22,853,790

国民健康保険
事業特別会計

（第1号）
療養給付金交付金返還金追加 23,980 7,832,480

介護保険事業
特別会計

（第1号）
国庫支出金等返還金追加 18,650 4,622,750

モーターボート
競走事業特別
会計（第1号）

専用場外発売事業費追加 2,591,650 139,961,650

病院事業
会計

（第1号）

委託料更正減（△19,110千円）

△610 11,748,490交際費追加（500千円）

器械備品購入費追加
（18,000千円）



　

９
月
11
日
に
開
か
れ
た
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
新
消
防
庁

舎
の
建
設
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
４
階
建
て
で
、
７
月
18
日

に
建
築
確
認
申
請
を
提
出
し
ま

し
た
。
10
月
末
に
は
建
築
を
許

可
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

11
月
末
に
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
、
平
成
21
年
１
月
か
ら

平
成
22
年
２
月
の
期
間
で
建
設

し
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
運
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
問

問　

消
防
署
北
側
の
道
路
の
中

央
分
離
帯
の
切
り
方
が
少
な
い

よ
う
に
思
う
が
、
ど
う
い
う
理

由
か
。

答　

公
安
委
員
会
か
ら
、
緊
急

車
両
が
現
場
に
出
動
す
る
場
合

の
右
折
の
み
許
可
さ
れ
た
た
め
、

中
央
分
離
帯
の
切
り
方
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

車
庫
の
車
と
車
の
間
は
、

十
分
な
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　

ほ
と
ん
ど
弊
害
の
な
い
広

さ
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
教

委
員
会
に
お
い
て
、
市
民
病
院

改
革
プ
ラ
ン
の
概
要
に
つ
い
て

の
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
革
プ
ラ
ン
は
「
経
営
の
効

率
化
」、「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
」、「
経
営
形
態
見
直
し
」

の
３
つ
の
視
点
で
策
定
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
医

療
の
確
保
の
観
点
か
ら
は
特
に

「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

が
重
要
で
あ
る
と
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
10

月
末
ま
で
に
県
へ
改
革
プ
ラ
ン

の
案
を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、

県
か
ら
「
最
終
案
に
対
す
る
意

見
」
が
送
付
さ
れ
、
市
民
病
院

改
革
プ
ラ
ン
を
決
定
し
、
平
成

21
年
３
月
に
公
表
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
教

委
員
会
に
お
い
て
、
８
月
20
日

に
名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
部
で
開

か
れ
た
蒲
郡
市
医
師
会
に
対
す

る
委
託
料
精
算
金
請
求
事
件
の

第
１
回
弁
論
準
備
手
続
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
告
で
あ
る
蒲
郡
市
か
ら
は
、

平
成
15
年
度
の
返
還
金
額
を
約

２
５
５
３
万
円
と
す
る
経
緯
の

記
載
さ
れ
た
書
面
な
ど
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
被
告
で
あ
る
医

師
会
か
ら
は
書
面
の
提
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
被
告
で
あ
る
医
師

会
が
精
算
資
料
の
作
成
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
次

回
は
10
月
15
日
の
午
前
10
時
か

ら
非
公
開
で
第
２
回
弁
論
準
備

手
続
が
開
か
れ
ま
す
。
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新
消
防
庁
舎
の
建
設

に
つ
い
て

市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

委
託
料
精
算
金
請
求
訴
訟

に
つ
い
て

委 
員 

会 

通 

信

　市議会では、議会の様子を放映するため
のモニターを１階ロビーに設置し、本会議
開催中の議場の様子を生中継しています。
　モニターによる放映は、次回12月定例
会でも引き続き行いますので、市役所に寄
られた際にはぜひご覧ください。

市議会本会議と常任委員会の会議録をイン
ターネットでご家庭から閲覧・検索するこ
とができます。ぜひ、ご利用ください。

◎�会議録の検索と閲覧
http://gikai.city.gamagori.aichi.jp/

会議録の検索と閲覧
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委員会の行政視察報告
先進自治体の事例を学ぶため、7月に議会運営・総務・経済・文教の各委員会
が行政視察を行いました。その概要をお知らせします。

●総務委員会 　7 月 14 日〜 16 日

　総務委員会は、7 月 14 日から 16 日にかけて、
沖縄県那覇市、浦添市、宜野湾市を視察しまし
た。
　那覇市では、経営改革アクションプランの中
で市民協働が積極的に取り入れられていること
に委員の関心が集まりました。浦添市では、地
域通貨「察度」を使った協働のまちづくり事業
について勉強しました。宜野湾市では、男女共
同参画事業の説明を受け、女性が積極的に社会
進出している沖縄県の現状を実感しました。

●議会運営委員会 　7 月 9 日、10 日

　議会運営委員会は、7 月9日、10日に茨城県鉾
田市、千葉県我孫子市を視察しました。視察項目は、
鉾田市が議会基本条例、我孫子市が議会改革に
ついてです。
　鉾田市の議会基本条例の制定については、スピー
ド感を持って対応されたことの報告がありました。
　我孫子市では、各議員の賛成・反対の採決を、
押しボタンで議場内の大型ディスプレイに表示できる

「採決表示システム」が導入されており、一般質
問での質問席は、市長と対面できる位置に設置さ
れていました。

　経済委員会は、7 月 22 日から 24 日にかけて、
福岡県福岡市、熊本県荒尾市、鹿児島県霧島市
を視察しました。
　福岡市では、福岡競艇の運営状況や施設改善
等の説明を受けました。荒尾市では、商店街の
若い人が中心となり、地域の雇用創造と地域経
済の活性化を図る地域再生事業を伺いました。
霧島市では、企業誘致のために市が積極的に事
業を推進し、多くの企業を誘致してきたその取
り組みについて勉強してきました。

　文教委員会は、7 月 14 日から 16 日にかけて、
秋田県男鹿市、秋田市、北海道函館市を視察し
ました。
　今年 2 月に市民病院の経営健全化プランを策
定した男鹿市では、プランの概要説明を受けま
した。秋田市では、市独自の在宅子育てサポー
ト事業と駅前に整備された子ども未来センター
の視察を行いました。函館市では、文化活動で
の学校開放と医師確保対策、経営健全化など
先進の市立病院改革の取組みについて伺いまし
た。
こ
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
を
視
察
す
る
（
秋
田
市
）

●経済委員会 7 月 22 日〜 24 日

●文教委員会 　7 月 14 日〜 16 日

企
業
誘
致
事
業
の
説
明
を
受
け
る（
霧
島
市
）

議
会
基
本
条
例
の
説
明
を
受
け
る（
鉾
田
市
）事

業
の
説
明
を
受
け
る（
宜
野
湾
市
）



　

12
月
市
議
会
定
例
会
は
、
12

月
４
日（
木
）
か
ら
開
か
れ
る

予
定
で
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
12
月
１
日

（
月
）
に
開
か
れ
る
予
定
の
議

12
月
定
例
会
の

開
会
日
・
日
程
は

　

今
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
本
会
議
す
べ
て
の
録
画
放

映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
今
年
度
か
ら

常
任
委
員
会
の
会
議
録
を
公
開

し
て
い
ま
す
。
各
委
員
会
に
付

　

が
ま
ご
お
り
議
会
だ
よ
り

は
、目
の
不
自
由
な
方
向
け
に
、

点
字
版
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

点
字
版
は
、
点
訳
奉
仕
グ
ル

ー
プ
「
あ
い
」
の
皆
さ
ん
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
声
」
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

点
字
版
と
テ
ー
プ
版
も

発
行
し
て
い
ま
す

本
会
議
の
録
画
放
映
と

常
任
委
員
会
会
議
録
の
公
開

議会のことば�−�意見書

　意見書とは、地方公共団体の公益に関す
る事件に関し、議会が地方公共団体の機関
としての議会の意思を意見としてまとめた
文書のことをいいます。
　市民生活に関わる身近なことでも、それ
が国や県の仕事であるなど、市の力だけで
は解決できないこともあります。このよう
な場合には、市議会が議会の意思として、
意見書を国会又は関係行政庁に提出して解
決を求めることができます。
　本市議会 9 月定例会において「深刻な医
師不足の解消を求める意見書」など 5 件の
意見書が提出され、質疑、討論、採決を経
ていずれも可決され、議長名で衆議院議長、
参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文
部科学大臣などに提出されました。

　本市も 8 月 29・30 日にかけて、観測史上最
大の集中豪雨にみまわれ、床上、床下浸水や土
砂崩れや落雷の被害に多くの市民の皆さまが遭
われました。まずもって被災された皆様方には、
心からのお見舞いと早期の復旧をお祈り申し上
げます。なお、復旧対策として 9 月定例市議会
では、災害復旧費 5,700 万円余りの補正予算
を全会一致で可決いたしました。
　さて、今議会の新たな取り組みとして、決算
審査特別委員会では、開会時間の午前 10 時を
9 時開会に、審議期間の 3 日間を 4 日間に見直
して日々活発な決算審査が展開されました。
　また、本会議インターネット録画中継も一般
質問のみから、開会より閉会までの放映に変更
して 2 度目の中継となりました。今後とも多く
の市民の皆様に臨場感あふれる質疑応答の録画
中継をご覧頂きますようお願い申し上げます。

議 会 日 誌
7月17日から10月8日

22 日〜 24 日
  経済委員会行政視察

1 日  文教委員会
11 日  市民病院問題検討会
25 日  議会運営委員会理事会
28 日  9 月定例会招集告示
  議案説明会
  議会運営委員会理事会

2 日  議会運営委員会
8 日〜 26 日

  9 月定例会
22 日  議会運営委員会理事会
  議会運営委員会
26 日  議会だより編集委員会

8 日  議会だより編集委員会

7月

9月

8月

10月

会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
以
後
に
議
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
会
議
当
日
、
市
役
所

７
階
の
議
会
事
務
局
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
日
程
と
一

般
質
問
の
内
容
は
、
市
役
所
の

ロ
ビ
ー
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

託
さ
れ
た
議
案
、
請
願
な
ど
に

つ
い
て
細
か
な
説
明
、
質
疑
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
市
議
会
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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